
特集 S P E C I A L  F E A T U R E

7
日 

● 

沖
縄
県
動
物
愛
護
管
理
セ
ン
タ
ー
譲

渡
推
進
棟「
ハ
ピ
ア
ニ
お
き
な
わ
」

開
所
式
1

15
日 

●  「
沖
縄
県
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
」を
宣

言
2

16
日 

●  

パ
ラ
オ
共
和
国
に
お
い
て
同
国
と
の

友
好
関
係
強
化
に
関
す
る
覚
書
締
結

を
記
念
す
る
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
開
催

（
〜
１
／
17
）

19
日 

●  

離
島
フ
ェ
ア
２
０
２
２
の
開
催（
店
頭

販
売
〜
１
／
29
、オ
ン
ラ
イ
ン
販
売
〜
２
／
24
）

1
日 

● 

南
大
東
村
へ
の
水
道
用
水
供
給
開
始

1
日 

●  

首
里
城
公
園
及
び
沖
縄
美
ら
海
水
族

館
等
の
県
管
理
継
続

2
日 

●  

第
32
回
北
前
船
寄
港
地
フ
ォ
ー
ラ
ム 

in O
kinaw

a

の
開
催（
〜
２
／
４
）

13
日 

●  

ブ
ラ
ジ
ル
で
琉
球
王
国
時
代
の
貴
重

資
料「
家
譜
」を
発
見
・
寄
贈
さ
れ
る

6
日 

● 

玉
城
知
事
が
米
国
ワ
シ
ン
ト
ン 

D. 

C. 

を
訪
問（
〜
３
／
11
）

14
日 

● 

豊
見
城
市
豊
崎
に
豊
崎
交
番
が
開
所

15
日 

● 「
沖
縄
県
及
び
長
野
県
の
交
流
連
携

に
関
す
る
協
定
」を
締
結
3

28
日 

● 

沖
縄
県
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
本
部
に
て

「
お
き
な
わ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
」の
改
定
を
決
定

28
日 
● 

沖
縄
・
奄
美
エ
リ
ア
が
、観
光
庁
に

よ
る「
地
方
に
お
け
る
高
付
加
価
値

な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
地
づ
く
り
」

の
全
国
11
地
域
の
モ
デ
ル
観
光
地
と

し
て
選
定

31
日 

● 「
沖
縄
県
差
別
の
な
い
社
会
づ
く
り

条
例
」を
制
定

31
日 

● 

本
県
の
特
性
を
活
か
し
た
食
育
に
関

す
る
計
画
で
あ
る「
第
４
次
沖
縄
県

食
育
推
進
計
画
」を
策
定

1
日 

● 

公
立
沖
縄
北
部
医
療
セ
ン
タ
ー
の
設

置
主
体
と
な
る
沖
縄
県
北
部
医
療
組

合
が
発
足
4

1
日 

● 

働
き
方
改
革
推
進
課
、地
域
外
交
室
、

し
ま
く
と
ぅ
ば
普
及
推
進
室
の
設
置

3
日 

● 「
沖
縄
県
訪
問
看
護
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
」開
設

８
日 

● 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５

類
感
染
症
に
移
行

８
日 

● 

沖
縄
県
口
腔
保
健
支
援
セ
ン
タ
ー

「
歯
っ
ぴ
〜
セ
ン
タ
ー
」開
所

14
日 

● 

令
和
16（
２
０
３
４
）年
第
88
回
国
民

ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
沖
縄
県
開
催
内
々

定

19
日 

● 「
沖
縄
県
犯
罪
被
害
者
等
支
援
計
画
」

を
策
定

1
日 

● 

水
難
事
故
防
止
運
動
の
実
施（
〜
10
／
31
）

10
日 

● 

名
護
市
内
で
ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ
を
初

め
て
確
認

21
日 

● 

国
指
定
重
要
文
化
財「
首
里
の
織
物
」

の
再
指
定
並
び
に
保
持
者
の
認
定

（
各
個
認
定
）及
び「
琉
球
古
典
音
楽
」

保
持
者
の
追
加
認
定（
各
個
認
定
）

28
日 

● 「
沖
縄
県
医
療
的
ケ
ア
児
支
援
セ
ン

タ
ー
」開
所
5

１
日 

● 

台
風
第
６
号
が
襲
来 

玉
城
知
事
が
被
害
状
況
を
視
察 

（
〜
８
／
11
）
6

２
日 

● 

ウ
チ
ナ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
継
承
キ
ャ

ラ
バ
ン
の
実
施（
ブ
ラ
ジ
ル
、〜
８
／
12
）

10
日 

● 

ゆ
い
レ
ー
ル
開
業
20
周
年
記
念
式
典

及
び
３
両
編
成
車
両
出
発
式
7

10
日 

● 「
農
業
経
営
の
維
持
・
発
展
に
向
け
た

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
と
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
」を
テ
ー
マ
に
、農
林

水
産
部
長
と
女
性
農
業
士
の
交
流
会

を
開
催

11
日 

● 

第
７
回「
山
の
日
」全
国
大
会
お
き

な
わ
２
０
２
３
の
開
催
8

24
日 

● 

沖
縄
と
奄
美
群
島
と
の
交
流
の
拡
大

に
係
る
連
携
協
定
を
締
結

25
日 

● 

Ｆ
Ｉ
Ｂ
Ａ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
２
３
開
催 

（
〜
９
／
３
）
9

25
日 

● 「
適
切
な
価
格
転
嫁
及
び
賃
金
の
引

上
げ
の
推
進
に
よ
り
地
域
経
済
の
活

性
化
に
取
り
組
む
共
同
宣
言
」の
発

出
10

１
日 

● 

ウ
チ
ナ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
継
承
キ
ャ

ラ
バ
ン
の
実
施
（
カ
ナ
ダ
・
ア
メ
リ
カ
、〜

９
／
10
）

11
日 

● 

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
拠
点「Startup 

Lab Lagoon N
A
H
A

」開
所
式
11

14
日 

● 

公
労
使
で
構
成
さ
れ
る
沖
縄
県
雇
用

対
策
推
進
協
議
会
に
お
い
て「
人
手

不
足
へ
の
対
応
に
関
す
る
共
同
宣

言
」を
発
出

14
日 

● 

認
知
症
ご
本
人
が
自
身
の
経
験
を
伝

え
る「
沖
縄
県
認
知
症
希
望
大
使
」

を
県
内
で
初
め
て
委
嘱

18
日 

● 

玉
城
知
事
が
国
連
人
権
理
事
会
に
出

席
12

1
日 

● 

支
援
を
要
す
る
若
年
妊
産
婦
な
ど
の

特
定
妊
婦
が
安
心
し
て
生
活
す
る
た

め
の
宿
泊
型
居
場
所
を
設
置

5
日 

● 

辺
野
古
埋
立
変
更
不
承
認
処
分
に
関

す
る
是
正
の
指
示
の
取
消
を
求
め
る

関
与
取
消
訴
訟
に
つ
い
て
、最
高
裁

が
県
敗
訴
判
決
を
言
い
渡
し
た
こ
と

を
受
け
、国
土
交
通
大
臣
が
沖
縄
県

知
事
を
相
手
に
代
執
行
訴
訟
を
提
起

23
日 
● 

首
里
城
図
柄
入
り
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
交
付
ス
タ
ー
ト
13

24
日 

● 
第
74
回
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
全
国

大
会
令
和
５
年
度
熊
本
大
会　

プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
発
表
会　

分
野
Ⅲ
類 

【
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー
ビ
ス
】　

北
部
農

林
高
校
最
優
秀
賞（
文
部
科
学
大
臣

賞
）受
賞（
〜
10
／
26
）

27
日 

● 「
第
47
回
沖
縄
の
産
業
ま
つ
り
」の

開
催（
〜
10
／
29
）

30
日 

● 

沖
縄
県
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
国
際
会
議
・

大
型
展
示
場
整
備
運
営
等
事
業
の
実

施
方
針
を
公
表

3
日 

●  

令
和
５
年
度
首
里
城
復
興
祭
の
開
催

（
〜
11
／
5
）

6
日 

●  

カ
ン
ボ
ジ
ア
地
雷
対
策
セ
ン
タ
ー
と

「
地
雷
対
策
を
通
じ
た
平
和
と
人
間

の
安
全
保
障
の
啓
発
・
普
及
の
た
め

の
博
物
館
づ
く
り
」覚
書
を
締
結

9
日 

●  「R
esorTech EX

PO
 2023 in 

O
kinaw

a

」の
開
催（
〜
11
／
10
）

16
日 

●  「
11 

th 

沖
縄
大
交
易
会
２
０
２
３
」

の
開
催（
〜
11
／
17
）

17
日 

●  

第
３
回「
沖
縄
県
所
得
向
上
応
援
企

業
認
証
制
度
」認
証
式
の
開
催

24
日 

●  

離
島
フ
ェ
ア
２
０
２
３
の
開
催 

（
〜
11
／
26
）
14

28
日 

●  

第
62
回
農
林
水
産
祭
表
彰
行
事
む
ら

づ
く
り
部
門
に
お
い
て
、石
垣
市
の

「
大
浜
公
民
館
」が
農
林
水
産
大
臣

賞
を
受
賞

30
日 

●  

伊
平
屋
村
へ
の
水
道
用
水
供
給
開
始

１
日 

●  「
第
３
回
ち
ゅ
ら
う
ち
な
ー
草
の
根

平
和
貢
献
賞
」受
賞
者
の
決
定

8月

11月12月 10月

4月5月6月7月

適切な価格転嫁と賃上げを推進し、未来への投資が生み出される経済の好循環の構築に向けた全県的な
気運を醸成するため、県内の商工労働関連16団体の連名で共同宣言を発出しました。

沖縄県のスタートアップに関連する複数の施策を実施するスタートアップの総合支援拠
点として、那覇市内にStartup Lab Lagoon NAHAを開所しました。

今年で35回目を迎えた離島フェアは、「帰ってきたよ！離島フェア」をテーマに、４年ぶ
りに沖縄セルラーパーク那覇（奥武山）で開催されました。

ゆいレールは、開業から20周年を迎え、
開業記念日となる８月10日に、３両編
成車両の運行を開始しました。

第７回「山の日」全国
大会を国頭村、大宜
味村、東村、竹富町で
開催しました。記念
式典や各種イベント
を通して、亜熱帯の山
や自然の魅力ととも
に、沖縄の歴史、文化
を県内外に発信しま
した。

玉城知事は、スイス・ジュネー
ブで開催された国連人権理事
会本会議に出席し、沖縄に基地
が集中している状況や県民の
平和を希求する思いなどにつ
いて、スピーチを行いました。

首里城復興の機運醸成を図るため、首里城ナンバープ
レートの普及推進に取り組んでおり、交付開始となる
10月23日に、首里城公園内守礼門前にて、記念セレモ
ニーを実施しました。

８月25日から９月３日までの間、大会が開催され、日本代表の活躍でパリ五輪の出場が決定しました。
県は支援協議会の事務局として、観客輸送、子ども達の招待などの取組を実施しました。
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「
沖
縄
県
」
こ
の
一
年

２
０
２
３
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５
類
感
染
症
に
移
行
し
、
県
で
は

「
Ｆ
Ｉ
Ｂ
Ａ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
２
３
」
や
第
7
回
「
山
の
日
」
全

国
大
会
の
開
催
を
は
じ
め
と
し
た
大
規
模
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
社
会
経
済
活

動
の
回
復
に
向
け
前
進
し
た
年
で
し
た
。

一
方
で
、
物
価
高
騰
に
よ
る
影
響
や
台
風
第
６
号
襲
来
な
ど
県
民
生
活
に
深
刻
な
影
響
が

生
じ
、
県
で
は
、
事
業
者
や
被
災
者
へ
の
支
援
な
ど
負
担
軽
減
お
よ
び
早
期
回
復
に
向
け
て

取
り
組
み
ま
し
た
。

7
日 

● 

沖
縄
県
動
物
愛
護
管
理
セ
ン
タ
ー
譲

渡
推
進
棟「
ハ
ピ
ア
ニ
お
き
な
わ
」

開
所
式
1

15
日 

●  「
沖
縄
県
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
」を
宣

言
2

16
日 

●  

パ
ラ
オ
共
和
国
に
お
い
て
同
国
と
の

友
好
関
係
強
化
に
関
す
る
覚
書
締
結

を
記
念
す
る
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
開
催

（
〜
１
／
17
）

19
日 

●  

離
島
フ
ェ
ア
２
０
２
２
の
開
催（
店
頭

販
売
〜
１
／
29
、オ
ン
ラ
イ
ン
販
売
〜
２
／
24
）

1
日 

● 

南
大
東
村
へ
の
水
道
用
水
供
給
開
始

1
日 

●  

首
里
城
公
園
及
び
沖
縄
美
ら
海
水
族

館
等
の
県
管
理
継
続

2
日 

●  

第
32
回
北
前
船
寄
港
地
フ
ォ
ー
ラ
ム 

in O
kinaw

a

の
開
催（
〜
２
／
４
）

13
日 

●  

ブ
ラ
ジ
ル
で
琉
球
王
国
時
代
の
貴
重

資
料「
家
譜
」を
発
見
・
寄
贈
さ
れ
る

6
日 

● 

玉
城
知
事
が
米
国
ワ
シ
ン
ト
ン 

D. 

C. 

を
訪
問（
〜
３
／
11
）

14
日 

● 

豊
見
城
市
豊
崎
に
豊
崎
交
番
が
開
所

15
日 

● 「
沖
縄
県
及
び
長
野
県
の
交
流
連
携

に
関
す
る
協
定
」を
締
結
3

28
日 

● 

沖
縄
県
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
本
部
に
て

「
お
き
な
わ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
」の
改
定
を
決
定

28
日 
● 

沖
縄
・
奄
美
エ
リ
ア
が
、観
光
庁
に

よ
る「
地
方
に
お
け
る
高
付
加
価
値

な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
地
づ
く
り
」

の
全
国
11
地
域
の
モ
デ
ル
観
光
地
と

し
て
選
定

31
日 

● 「
沖
縄
県
差
別
の
な
い
社
会
づ
く
り

条
例
」を
制
定

31
日 

● 

本
県
の
特
性
を
活
か
し
た
食
育
に
関

す
る
計
画
で
あ
る「
第
４
次
沖
縄
県

食
育
推
進
計
画
」を
策
定

10
日 

● 「
農
業
経
営
の
維
持
・
発
展
に
向
け
た

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
と
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
」を
テ
ー
マ
に
、農
林

水
産
部
長
と
女
性
農
業
士
の
交
流
会

を
開
催

11
日 

● 

第
７
回「
山
の
日
」全
国
大
会
お
き

な
わ
２
０
２
３
の
開
催
8

24
日 

● 

沖
縄
と
奄
美
群
島
と
の
交
流
の
拡
大

に
係
る
連
携
協
定
を
締
結

25
日 

● 

Ｆ
Ｉ
Ｂ
Ａ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
２
３
開
催 

（
〜
９
／
３
）
9

25
日 

● 「
適
切
な
価
格
転
嫁
及
び
賃
金
の
引

上
げ
の
推
進
に
よ
り
地
域
経
済
の
活

性
化
に
取
り
組
む
共
同
宣
言
」の
発

出
10

１
日 

● 

ウ
チ
ナ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
継
承
キ
ャ

ラ
バ
ン
の
実
施
（
カ
ナ
ダ
・
ア
メ
リ
カ
、〜

９
／
10
）

11
日 

● 

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
拠
点「Startup 

Lab Lagoon N
A
H
A

」開
所
式
11

14
日 

● 

公
労
使
で
構
成
さ
れ
る
沖
縄
県
雇
用

対
策
推
進
協
議
会
に
お
い
て「
人
手

不
足
へ
の
対
応
に
関
す
る
共
同
宣

言
」を
発
出

14
日 

● 

認
知
症
ご
本
人
が
自
身
の
経
験
を
伝

え
る「
沖
縄
県
認
知
症
希
望
大
使
」

を
県
内
で
初
め
て
委
嘱

18
日 

● 

玉
城
知
事
が
国
連
人
権
理
事
会
に
出

席
12

1
日 

● 

支
援
を
要
す
る
若
年
妊
産
婦
な
ど
の

特
定
妊
婦
が
安
心
し
て
生
活
す
る
た

め
の
宿
泊
型
居
場
所
を
設
置

5
日 

● 

辺
野
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犬猫の殺処分ゼロ、廃止に向けた取組を推進するための拠点施設として動物愛護管理セ
ンターに譲渡推進棟を整備し、人と動物が共生する社会の実現に向け取り組んでいます。

沖縄県と長野県は、両県の強みや魅力を活かし、各分野において交流を
促進し、連携・補完関係を強化することを目的に、交流連携に関する協
定を締結しました。

適切な価格転嫁と賃上げを推進し、未来への投資が生み出される経済の好循環の構築に向けた全県的な
気運を醸成するため、県内の商工労働関連16団体の連名で共同宣言を発出しました。

ゆいレールは、開業から20周年を迎え、
開業記念日となる８月10日に、３両編
成車両の運行を開始しました。

台風第６号が約１
週間に渡って襲来
し、電気、通信、交
通及び流通など、県
民生活に大きな被
害をもたらしまし
た。知事は各地の
被害状況を視察し、
職員に復旧や支援
を指示しました。

８月25日から９月３日までの間、大会が開催され、日本代表の活躍でパリ五輪の出場が決定しました。
県は支援協議会の事務局として、観客輸送、子ども達の招待などの取組を実施しました。

沖縄県立北部病院と北部地区医師会病院を統合し、新たに整備する公
立沖縄北部医療センターの設置主体として、県と北部12市町村が共同
し、４月１日に沖縄県北部医療組合を設立しました。

沖縄県医療的ケア児支援センターは、医療的ケア児やその
家族などからのさまざまな相談に総合的に対応する拠点施
設として開所しました。

次世代を担う沖縄の子どもたちに木工体
験や木製玩具で遊ぶ機会を提供し、県産
木材の利用推進に取り組むこととした「沖
縄県ウッドスタート宣言」を行いました。
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